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ステロイドは多くの診療科で使われるきわめて有用な薬であり，Hench
が1948年に関節リウマチの治療に使って以来70年になろうとしている．
翌年には全身性エリテマトーデスに使われ，さらに他領域も含む多くの疾
患に使われるようになった．この間に十分な臨床的エビデンスが形成され
てきた疾患もあるが，その高い有効性故に経験的に使用されてきた領域も
少なくない．そのため，どこまでがエビデンスに基づいた使用であり，ど
の疾患のどんな症状に対する治療が経験的な使用であるかなどの臨床的な
情報は，必ずしも十分に臨床医の知るところとなっていない．
そこで，こうした情報をクリニカルクエスチョンの形で項目を挙げ，そ
れに応える形の本書を企画した．読者の皆様には，ステロイドで何らか
の疑問が生じたときに調べる手段として，また，全体を読んでいただき，
ステロイドのことを学んでいただくためにも利用していただきたいと願っ
ている．
なお，本書のタイトルおよび本文には，グルココルチコイドの略称とし
てステロイドを使わせていただいた．国際的には学術論文で使われるのは
グルココルチコイドが最も一般的で，コルチコステロイド（副腎皮質ステ
ロイド）が次に続く．一方，ステロイドを使っている論文や教科書は世界
では少ないが，わが国では治療薬を示す用語として最も一般的に使われて
いることから，本書ではステロイドとさせていただいた．
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